
天然ガススタンド併設給油取扱所の停車スペースの 

共用化に係る規制について 
 

天然ガススタンド併設給油取扱所に係る技術基準は、平成７年２月に施行されている。 

平成５年度から平成６年度に開催された「ＣＮＧ自動車用燃料供給施設を給油取扱所に

併設等する場合の安全性に関する調査検討会」（危険物保安技術協会）では、天然ガスス

タンド（天然ガスを内燃機関の燃料とする自動車に当該ガスを充てんするための設備）を

給油取扱所に併設又は隣接した場合の安全上の問題点とその対策等について取りまとめ

ている。 

また、平成１５年度に開催された「燃料電池自動車水素スタンドを給油取扱所に併設す

る場合の安全性に関する調査検討会」（危険物保安技術協会）では、一般の給油取扱所に

天然ガススタンドを併設する場合の法体系について取りまとめている。 

 

１．天然ガススタンド併設給油取扱所の法体系 

 消防法の適用を受ける一般の給油取扱所に高圧ガス保安法の適用を受ける天然ガスス

タンドを併設する場合、消防法に規定される技術基準の法体系は図のとおりである。一般

の給油取扱所の技術基準から一部の規定を除外したものに、天然ガススタンド等併設のた

めの基準の特例を付加するほか、天然ガススタンド部分については、当該設備に係る法令

（高圧ガス保安法）の規定に適合することとされている。 

 
 
 
 

 
 

 

 

天然ガススタンド併設給油取扱所の技術基準法体系 

  

一般の給油取扱所に天然ガススタ
ンドを併設する場合の技術基準

①一般の給油取扱所の
技術基準
・屋外給油取扱所（危険

物の規制に関する政令
第１７条第１項）
・屋内給油取扱所（危険

物の規制に関する政令
第１７条第２項）

②天然ガススタンド等併
設のための基準の特
例
（危険物の規制に関す
る政令第１７条第４号）
・屋外に併設する場合
（危険物の規制に関す
る規則第２７条の３）
・屋内に併設する場合
（危険物の規制に関す
る規則第２７条の４）

③天然ガススタンド
の技術基準
（高圧ガス保安法）
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２．天然ガススタンド併設給油取扱所に付加される技術基準 

一般の給油取扱所の技術基準と天然ガススタンドを併設するための基準の特例を付加

した技術基準（参考１－１）の部分的な違いの概要は次のとおりである。 
 

（１）天然ガス充てん設備を屋外給油取扱所に設置する場合 

 ア 天然ガス充てん設備設置給油取扱所に適用されない給油取扱所の基準 
① 給油取扱所に設けることができる建築物の用途と構造に係る規定 
② 付随設備（自動車等の洗浄を行う設備、自動車等の点検整備を行う設備、混合燃

料油調合器（以下「自動車等の洗浄を行う設備等」という。）に係る規定 
 イ 天然ガススタンド併設のための特例基準 

① 天然ガス充てん設備設置給油取扱所に設けることができる建築物の用途と構造 
② 天然ガス充てん設備設置給油取扱所に設けることができる付随設備（自動車等の

洗浄を行う設備等、天然ガススタンド、液化石油ガススタンド、防火設備） 
③ 防火設備から放出された水が、給油空地、注油空地及び専用タンクの注入口付近

に達することを防止するための措置 
④ 簡易タンク又は専用タンクの注入口から漏れた危険物が、圧縮機等に達すること

を防止するための措置 
⑤ 固定給油設備等の自動車等衝突防止措置 
⑥ 簡易タンクへの延焼防止措置 
 

（２）天然ガス充てん設備を屋内給油取扱所に設置する場合 

 ア 天然ガス充てん設備設置給油取扱所に適用されない給油取扱所の基準  
① 給油取扱所に設けることができる建築物の用途と構造に係る規定 
② 付随設備（自動車等の洗浄を行う設備等）に係る規定 
③ 建築物の窓及び出入口に係る規定 
④ 一面開放の屋内給油取扱所を設けることができる規定 

 イ 天然ガススタンド併設のための特例基準 
  前記（１）イの例によるほか、次に示す基準が定められている。 

① 建築物の屋内給油取扱所の用に供する部分の窓及び出入口には、防火設備を設け

ること。 
② 建築物の屋内給油取扱所の用に供する部分の上部に上階を有しないものでなけれ

ばならないこと。 
 



 
 

天然ガススタンド併設給油取扱所のモデル図 

 
 
 
３．天然ガススタンド併設給油取扱所の技術基準策定時における危険性及び安全対策の分析 

 天然ガススタンド併設給油取扱所の技術基準策定時においては、平成５年度～平成６年

度に実施した検討で、想定される災害と危険回避策等について分析されている。 

 この中で、災害により被害を受けて発生する二次的危険の場所及び設備については、天

然ガススタンド部分は高圧ガス保安法により、給油取扱所部分は消防法により規制を受け、

それぞれの体系の中で、位置、構造、設備等の安全対策が講じられていることから、①天

然ガススタンドで災害が発生した場合に給油取扱所が被害を受けて二次的危険が発生す

るケース、②給油取扱所で災害が発生した場合に天然ガススタンド部分が被害を受けて二

次的危険が発生するケースについて災害要因と危険性の抽出・検討が行われている。（参

考１－２） 
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天然ガス設備設置給油取扱所の安全対策の考え方（概念図） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

災害要因と危険性（詳細は参考１－２） 
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給油取扱所、天然ガススタンドの安全対策を前提に、併設時の危険要因・安全対策を策定 



 これらの分析結果を踏まえ、併設時の危険要因が増加しないよう、相互に影響を与えな

いことを基本として安全対策が策定されている。 
 
 

 
 

 
併設時の危険要因（の増加）に対する安全対策の考え方（概念図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  給油取扱所の安全性の確保を図るため、以下の考え方に基づき安全対策を策定。 

①固定給油設備等でのガソリン等の火災が圧縮天然ガス充てん設備へ影響を与えないこと 

②圧縮天然ガス充てん設備での火災が固定給油設備等へ影響を与えないこと 
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